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論 文 内 容 の 要 旨 
 日本では 2000 年ごろから e-Learning が普及し始め、現在 e-Learning が教育場面で浸透しつつある。e-Learning
は授業の質の改善のために役立つと期待されているが、現時点では成功した e-Learning の事例は少ないのではない
だろうか。今後の e-Learning の発展期において成功できる e-Learning のためには教室の整備やインターネット環境
の整備だけでなく、e-Learning を実施する教員と学習者の両方を支援するシステムや体制が必要となる。特に外国語
教育における e-Learning の場合、コンテンツの充実だけでなく誰でもが利用できる授業支援・コースウェア支援シ
ステムを作り、e-Learning への障害を１つ１つ取り除いていくことが e-Learning 成功のための重要な課題となる。 
 本研究はドイツ語教育を念頭においた e-Learning に関する実践的研究である。本論は「ドイツ語コーパス研究」、
「データの検索とデータの活用について」、「構文解析の基盤作り」、「ドイツ語 e-Learning に関する実践的研究」










られる。筆者が作成したデータベースの形式としては、テキストベースの TeX 形式と WEB での利用を念頭においた
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テムの作成と、データベースを利用した研究を行っている。本研究ではまず Perl による検索プログラムを作成した。




は文字コードが UTF-8 のテキストファイルと XML ファイルを想定している。現在は tagesschau の XML データを
検索対象として、http://www15.mle.cmc.osaka-u.ac.jp/search01/webform1.aspx にアクセスすることで検索システ
ムを利用することができる。 


























 第５章「ドイツ語 e-Learning に関する実践的研究」では、本研究で作成したデータベースを LMS に組み込み、例
文検索ができる仕組みを作り、授業支援システム・データベース・検索システムを利用した e-Learning によるドイ
ツ語学習コースウェアと構文解析の基盤となるドイツ語文法を利用したコースウェアの提案を行う。 





 更に検索システムを WebOCM に組み込み利用したドイツ語 e-Learningコースウェアの提案を行った。tagesschau
データベースと WebOCM に組み込んだ検索システムを連携させ、目的に応じたドイツ語学習（GPS）を念頭におい





WebOCM からの連携した例文検索システムを http://www15.mle.cmc.osaka-u.ac.jp/WMCorpus01/index.aspx にて
公開している。 











なげたいと考えている。最後にドイツ語 e-Learning のためのコースウェアの提案を行ったが、e-Learning によるド
イツ語教育はまだまだこれから発展していくものと考えられるため、筆者は今後も e-Learning が成功するためのシ
ステム改良、コースウェア提案を行いたいと考えている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 





 まとめとなる e-Leaning に関する実践的研究部分では、外国語教育に特化した授業支援システム WebOCM と例文
検索システムを連携させるプログラムを作り、実際の授業での利用案として１つのコースウェアを提示している。例
文データのジャンルを限定し、目的に応じたドイツ語学習（GPS）を念頭においたコースウェアの提案である。そし
て構文解析の基盤のためのドイツ語文法をドイツ語学習、特に初中級レベルの学習者の文法チェックに利用したコー
スウェアの提案を行っている。本論文はこれから発展するであろうドイツ語 e-Learning の質の向上に役立つと考え
られる。なお、コーパスの検索ロジックやドイツ語構文解析処理については、不十分な点も認められるが、教育現場
での応用に特化すれば、十分実用に耐えるものであり、実践的には非常に有意義な研究成果であることを強調してお
きたい。 
 以上により、本論文は博士号学位（言語文化学）論文として十分価値あるものであると認める。 
